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　酉尾，田村，竹内，鍵，史窪，辿丞，拠旦諸氏は，上記大口氏の15糎を使
用された．
　塑型…一11糎反射で素晴らしV・スク’ツチだが，1枚では惜しV・．次回の御
奮起を希ふ．
　ミ完底一一最小口径で，事實上，火星は蝕りにも無理だつた箏と思ふ．
　以上の如くで，今回は，花山のクックが活用されなかった代りに，倉敷のヵ
ルヴ1が有効に使用され，山前2回に比較して15糎級が目立って多く活用され
たのは喜ばしい現象である．
　一つ注意すべきは，各人の網膜の感受性によって，非常な高倍卒と，標準以
下の低V、倍率を好む方の2つがあるが，絵り無謀でない限り，適當な高倍尋；は
細かいディテ1ル（例へば，極冠の形状，“海”の聞納等）を見るに適し，反射窺
に中倍率を使用すれば色彩の槍出に優れ，下馬今回の色彩スケッチは全て，反
射望遠鏡の使用者にのみ得られてみる．
　結果として，今回の大接近の火星の高度と，シiイングに蜀しては，20糎以
上の口径と440倍以上の倍率は殆んど必要無く，15－20楓300倍位が最高能拳
を獲揮した標準と思考される．（未完）
先づ天　を知れ
賀　川　費彦
　日本の氣象學者は天文を考へす，日本の天文學者は氣象學を無覗する．しb、
し，周期的に起る早魑に，木星と土星のそして火星と金星の引力の作用がない
と，誰か否定し得るかア　印度の暗暗を見ても，それは殆んど木星の運行と．．
致し，日本の旱魑は大抵木星と土星とが地球に最も接近した時に起ってるる
　月が地球の水を引きあげることが出來るならば，木星や土星が室氣ぐらゐは
引張るだらう．木星は12年目に，土星は30年目va　一回韓する・
　天文學は野飼に抽象論として研究さるべきではない．火山の爆獲，地震，海
嘲の起元，叉旱魁と洪水と，寒さと漁り氣に關係させて研究さるべきである
　天を語るものは，先づ天を知らねばならぬ．（「皇紀ニモ六’1’i年信下歯日；ldよb」）
編者目く：賀川先生の言はれることは一面の眞理に違ひありませぬが，しかし木星やIl
星が地球の氣象や異攣に閥係するやうに解されるのは少々脱線でせう．本誌の次號に．．h
筆の意見が載りますから御魔下さい．
